Fluorescence Intensityの求め方（表皮NGFの場合）　　　　　　　　           YUKI SEKINO

＜解析＞

・NIS-Elements D 3.00, SP7（Build 547）ソフトのNikon Ri1ドライバーを使用．
・オートキャプチャ　フォルダ（図※1）から解析する画像を開く．
　＊暗幕環境で画面左上のLUT OFF（図※2）にした方がバックグラウンドとの境が見えやすい．
LUT ONで測定してもその後の値には影響しない．
・[表示]タブ（図※3）＞解析用コントロール＞アノテーションと計測

 [表示]タブ＞ビジュアル コントロール＞ヒストグラム

・アノテーションと計測＞エリアの多角形（図※4）をクリック．
・表皮層をフリーハンドでなぞりダブルクリックすると，面積，輝度最小値，輝度最大値（図※5）が
自動的に測定される.
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・ヒストグラム＞エクスポート（図※6）
・Excelにエクスポートされた値から，最小輝度（この場合，輝度4）～最大輝度（この場合，輝度
29）までの度数（この場合，Texas Redなので赤（R）を採用）を別のExcelファイルにコピー＆
ペーストする．
＊小数点 0.3は切り捨て， 0.7は切り上げる（この場合，最大輝度28.7⇒ 29）．

・各輝度における発光量の累積を総発光量とし，これを面積で除したものをこの画像のFluorescence Intensityとする．

・表皮のNGFの場合は15視野（1個体につき5切片染色し，1枚の切片から3画面を撮影する）

なので，15画面分のFluorescence Intensityの平均値をその個体のNGF産生量とする．
・対象群の平均値を100%としたときの各個体の相対値を算出し，それを平均したものをデータ
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